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第 4章　施策の展開

１　家庭における食育の推進

　食育の基本は、本来家庭にあります。しかし、現在では、核家族化の進行やライフ

スタイルの多様化等に伴い、朝食の欠食、孤食、栄養バランスの偏り、あるいは、外

食や中
なかしょく

食（※１）が増えており、子どもも含めた食生活の乱れが増加しています。

　これまでは、家族が一つの食卓を囲んで食事をすることで、食事の楽しさを実感し

たり、食具（箸）の使い方などの食事のマナーや旬の食材、郷土料理などの食事の知

識を親から子に伝えるなど、家庭の食事は重要な役割を担ってきました。

　このようなことから、あらためて家庭における食育の大切さを見つめ直し、それぞ

れの家庭に適した食育への取組みを行うことが求められています。

(1)　望ましい食習慣の確立

■　共働きや核家族化などライフスタイルの多様化に伴い、家族そろって食事を

する機会の減少や、子どものさまざまな「こ食（孤食（※2）・個食（※3）・固食（※

4)・小食（※ 5）・粉食（※6））」の増加がみられます。

■　生活リズム（食事リズム）の変化に伴う夜更かしや、就寝前のお菓子等の摂

食（取）などにより、朝起きたときに食欲がわかないなど「朝食の欠食」の増

加がみられます。

■　ライフスタイルの多様化に伴い、「外食」「中
なかしょく

食」「ファーストフード」利用

　が増えています。

■　家族形態の変化により、伝統的食文化の継承への関心が薄れています。

■　自分の歯でしっかりとよく噛んで食べることは、健康づくりの第一歩です。

現状と課題


